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中･小形コンピュータによるシステムOA
SYStemizedOAwithMediumorSmallScaleComputerSYStemS

これまでのOAは,パーソナルコンピュータやワードプロセッサ中心の個々に

閉じた事務の機械化を目的としていた｡しかし,これらを連携させたOAシステ

ムの構築が,中･小形コンピュータをホストとした世界でも必要になってきて

いる｡

本論文では,中･小形システム上に構築したシステムOAについて,ホスト側

のオフィス文書管理システムOFISTOPを中心に述べる｡

中･小形システムでは,システムの規模･処理能力から軽く簡易なシステム

OAとする必要がある｡

OFISTOPでは,限られた資源を活用したホストとワークステーションによる

システムOAを実現しており,多数利用されている｡

口 緒 言

パーソナルコンピュータやワークステーションの発達に伴

い,オフィスでの文書作成,テーブル作成の機械化,いわゆ

るOA(OfficeAutomation)が定着してきている｡一方,これ

らのOA機器をホストコンピュータと接続し,より高度なOA

を実現したいというニーズが高い｡

このようなホストとの結合によるOAシステム(ここではシ

ステムOAと言う｡)は,処理能力の点などから大形ホストを中

心とした形になりがちである｡しかし,利用形態から中･小

形コンピュータを中心としたシステムOAの構築もぜひ必要で

ある｡

ここでは,日立製作所の中･小形コンピュータ用のシステ

ムOAについてその概略を述べる｡

日 中･小形コンピュータによるシステムOAの特長

(1)中･小形システムの特徴

中･小形システム〔VOSO/ES(VirtuaトstorageOperating

SystemO/ExtendedSystem)やVOSl/ES〕では,大形シス

テムとは異なり次の特徴がある｡

(a)プロセッサの処理能力が相対的に低い｡また,外部記

憶装置の容量も一般に大形システムに比べて小さい｡

(b)専門のシステム管理者(専門家)がいないことが多い｡

(C)接続されるワークステーションの台数は一般には多く

ない｡

これらの特徴に即したシステムOAを実現する必要がある｡

(2)中･小形システム用のシステムOAの特長

このように中･小形システムでは,なるべく単純な形で比

較的軽いシステムOAを実現することとした｡このために,ホ

スト側に新製品オフィス文書管理システムOFISTOP(Office

村上晴夫* 助川0肋和々α椚音

大谷 真* 朋滋(フfoみα

TotalDocumentManagementandProcessingSubsystem)

を準備した｡

本製品では,軽いシステムOAとの観点から,主として以下

の4機能をサポートした｡

(a)文書の保管･検索･取出し(国=)

ワークステーションで作成した文書を,ホストの電子キ

ャビネットに一括保管できる｡また,必要に応じて検索し

電子キャビネット

[≡≡ヨ

[萱コ
[≡≡]

管理情報の一覧表示

過去に作成した会議

開催通知を調べる｡
■◆

会議開催通知

日時:5月20日10時

図i 文書の保管･検索･取出し 文書をホストの電子キャビネッ

トに保管Lておき,検索･取出Lができる｡

*

日立製作所ソフトウェア工場
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取り出すことができる｡

(b)電子メール(図2)

ホスト内の受発信箱(電子メールボックス)を利用して,

メール(文書)の送･受信ができる｡

(C)ホストのデータベースからのテーブル転送(図3)

ホストにあるリレーショナル形データベース(表形式のデ

ータベース)のテーブルを,エンドユーザー言語ACE3
(AvailableCommandLanguageforEnduser3)を使用し

て転送できる｡転送したテーブルは,ワークステーション

のOFIS/POL(Office automation andIntelligence

SuppOrtSoftware/ProblemOrientedLanguage)によって

表形式やグラフ形式で参照できる｡ホストのデータベース

から部門(又は個人)用のデータを切り出し,ワークステー

ションで処理できることをねらったものである｡

総務部

㌔
電子メールボックス

開催通知

開催通知

開催通知

営業部 .〔[∃
販売部

日芹

図2 電子メール ホストの電子メーールポックスを利用Lて,電子

メール(手紙)をやり取りできる｡.
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なお,逆にワークステーションからホストデータベース

に転送することも可能である｡

(d)ワークステーションのアプリケーションプログラムの

自動起動

例えば,テーブル転送のためのワークステーション操作

とOFIS/POL起動のための操作が別々であると,操作が全

体として複雑になり使いにくい｡このようにならないよう

に,ホストとワークステーション間で伝送処理とワークス

テーション内のプログラムの処理が切れ目なく一連してな

されるようになっている｡

田 システムの構成

OFISTOPは,図4に示すように対話環境〔VOSO/ESでは

WCF(Work-StationControIFacility),VOSl/ESではES/

データベース

〔ミ表

ら≡〕

[::コ

○

ACE3

茫]
テーブル

欲しいときに取り出せる｡

注:略語説明

ACE3(Available Commandはnguage for End
user3)

図3 ホストからのテーブル転送 ホストデータベースからテーブ

ル形式のデータを,ワークステーションに取り出せる｡



IEX(ES/IntegratedinteractiveExecutive)〕で動作する｡

ワークステーションとはファイル転送により文書,テーブ

ルをやり取りし,データの加工は操作性の良いワークステー

ションで行い,大量データの一括管理はホストで行う垂直分

散を実現している｡

b 電子キャビネット,電子メール

(1)電子キャビネット

2020,2050などのワークステーションで作成した文書やテ

ーブルを,ホストのファイル(これを電子キャビネットと呼ぶ｡)

に登録し一括管理することができる(図5)｡

登録する際に,識別名,作成者名,検索用キーワードなど

を指定できるので,検索が容易に行える｡

登錦後は,必要に応じて検索し,ホストのプリンタに印刷

PDMII

PDM

璽
RDBF

RDBl

データベース
/■ヽ

ACE3
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したり,ワークステーションに送り返して再加工することが

できる｡

(2)電子メール

電子キャビネットに登録されている文書又はテーブルを,

OFISTOPのユーザー間でメールボックスを介してやり取りす

る簡易メール機能である(図6)｡

機能は,送信機能,受信機能,ユーティリティ機能に分か

れ,送信機能では複数一括送信,掲示板指定が行える｡

受信機能では,送信者名,送信日付などをキーにして送ら

れた多数のメールの中から欲しいものを検索できる｡また,

受信後にメールを画面に表示したり,ワークステーションに

転送できる｡

ユーティリティ機能では,期限切れのメールを削除したr),

メールボックスの内容を表示できる｡
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OFIS/POL-EV OFIS/GRF-EV

文書ファイル

OFIS/REPORT-EV

注:略語説明など

◆--● データの流れを示す.=′

PDMII(PractlCalData Base

Ma〔agerII)

PDM(PracticalData Base

Ma〔ager)

SAM(SequentialAccess

Method)

RDBF(Relat10na】Data Base

Fac舶y)

RDBl(Re由tionalData Base

managerl)
ACE3(A〉ailableComma【d

血1gUage for End]SerS3)

OFISTOP(Office TotalDoc】ment

Management and

P｢ocessi咽S]bsystem)

VOSO/ES(WCF)(∨什tUal-

StOrage Operating SYStemO/
Extended System

(Work Station ControI

Fac‖巾)〕

OFIS/LINK-EV(Officea]tOmat仰1
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OFIS/POL-EV(OFIS/Problem
O｢iented Language-Excellent

Vie)〉)

OFIS/GRトEV(OFIS/GRト
Excelle[t View)

OFIS/REPORT-EV(OFIS/
REPORT-Excetlent View)

図4 0FISTOPが提供するシステムOA環境 ホストの基幹データベース又は文書処‡里システムとワークステーションの密な結合が実現できる｡
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OFIS/PO+-EV
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●保管登毒責

●検索

●取出し

●メーリング

≦竪OFIS/LINK-EV

電子キャビネットヘの登録

OFIS/PO+
ファイル

恩
OFIS/+lNK-EV

電子キャビネットの検索と

データの取出し OFIS/PO+
ファイル

図5 電子キャビネット機能 簡単な画面操作でワークステーションとホス下の間でデータのやり取りができる｡

電子キャビネット

匡丑

E] メールボックス

OFISTOP

2050へメールされた文書,

テーブルデータの転送

恩
臣亜

OFIS/+lNK-EV
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OFIS/LINK-EV

OFIS/POL
ファイル

図6 電子メール機能 ホストのメールボックスとファイル転送を組み合わせることによって,ワー

クステーション間でメーリングができる｡

OFIS/POL-EV

OFIS/GRトEV



且 テーブルデータの交換

従来,ホストシステムにある基幹データベースの内容を切

り出し,ワークステーションで処理したり,ワークステーシ

ョンで作成したデータをホストのデータベースに反映するた

めには,ユーザープログラムを介して,複数のプログラムを

連続実行する必要があり,操作性が良くなかった｡

この解決策として,OFISTOPはACE3と連動して次の二つ

の機能を提供している｡

(1)テーブルのファイル転送機能

検索

転送

中･小形コンピュータによるシステムOA 547

ACE3で検索したホストのテーブルをワークステーションに

ファイル転送し,OFIS/POLで加工することができる(図7)｡

また,ワークステーションで加工した後,再びホストにフ

ァイル転送し,データベースを更新することができる(図8)｡

(2)テーブルの電子キャビネットへの登録機能

ACE3で検索したテーブルを直接ワークステーションにファ

イル転送せずに,一度電子キャビネットへ登録できる｡

その後,必要に応じてワークステーションにファイル転送

したり,また電子メール機能によl)他ユーザーヘメーリング

できる｡

竺こ竺二(呂瓢冒呂㌶Il)

扇国卜匡圏

電子キャビネット

因
ACE3

●データベース検索

●データの電子キャビネットヘの登鋳

●データのパーソナルコンピュータへの転送

OFISTOP

テーブルデータのメール

OFIS/PO+-EV

餐
OFIS/LINK-EV

データベースの検索,2050へのデータ転送

(入力)
(商品版売数量)

操作 商品名 単価 販売数量
>=200

コマンド=さ

(出力)
(商品版売数量)

操作 商品名 単価 販売数量

テレビ

ラジオ

クーラー

ステレオ

冷蔵庫

145,000

35,000

230,000

80,000

150,000

コマンド⇒0UT Fル=HANBAl

OFIS/GRF-EV

OFIS/POL
ファイル

0¢¢00々

図7 ACE3とワークステーションとの連携(テーブルのダウンロード)

で処理できる｡

凰

A B C

1 商品名 単価 販売数量

2 テレビ 145.000 300

3 ラジオ 35､000 1,300

4 クーラー 230.000 800

5 ステレオ 80,000 250

6 冷蔵庫 150.000 500

商品販売数量

テレビラジオクーラーステレオ冷蔵庫

9質量,

グラフ化

簡単な操作で基幹データベースのテーブルをワークステーション
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データベース

囲 作成,更新

囲
ACE3

OFISTOP

妥
OFIS/+lNK-EV

OFIS/POL
ファイル

〆
ク
ク
ク
ク

図8 ACE3とワークステーションの連携(テーブルのアップロード)

スを更新できる｡

凶 結 言

中･小形コンピュータ用のシステムOAは,本論文でも述べ

たように,軽さ,簡便さを主なねらいとして開発した｡その

具体例であるOFISTOPの構築するシステムOAでは,限られ

た資源によりホストとワークステーションの垂直分散を実現

している｡

OFISTOPは多数利用され,従来のOAよr)一段階進んだも

のと評価されている｡

しかし,中･小形コンピュータ用のシステムOAでもユーザ

ーニーズは今後多様化していくと考えられる｡プロセッサ処
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OFIS/PO+データの転送

(新製品)

操作 品番 原価 単価

コマンド=⇒GET FIL=NEWPRl

(新製品)

操作 品番 原価 単価

転送指示

転送終了

ク

〆〆
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ク
♂

データベース

追加

20220

20230

20240

22,000

37,5こIO

51,000

35,000

50,000

75,000

コマンド=⇒

+×AXXlファイル転送終了しました

凸
(新製品)

操作 品番 原価 単価

@A

(製品単価)

操作 品番 原価 単価

A. @A

コマンド=>

デ

l

タ

追

加

ワークステーションのテーブルデータにより,ホストのデータベー

理能力の向上などを背景に,ホストとの接続方式の充実及び

機能の拡充が必要である｡
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